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１．会社概要

１９７３年
４名での創業

世界44ヵ国
グループ会社 337社
社員総数117,206人
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￥

船舶・風力発電・プラント等

ビル・住宅設備

オーディオ・ビジュアル機器

建機・農耕、産業用 家電製品自動車

「回るもの、動くもの」のすべてに

情報・通信オフィス

総合モーターメーカー
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庫内熱循環用モータ

冷却用ファンモータ

排気用ファンモータ

ポンプ用モータ
給水用モータ

基板冷却用ファンモータ

乾燥用ファンモータ ドラム駆動用モータ

家電分野
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車載分野

ボディ 電動パワー
ステアリング ブレーキ

ABS/VDC

EOP

PCV
可変エンジン
マウント用

点火系
樹脂部品

燃料ポンプ
樹脂部品

パワーパック 電動パーキング
ブレーキ用

コントロール
バルブ

DCT用ギヤ
アクチュエータ

EOPモータ

ラジエータ
ファンモータ

シート

電動トルク
マネジメント
（AWD）

パワー
ウィンドウ

車載用
カメラ

ヘッドランプ
レベライザー

グリシャッター

電動格納
ドアミラーギヤ
ユニット

コラム ラック

サンルーフ

スイッチ

プリテンショナー

エアコンダンパ

トラクション
モータ

ミリ波レーダー 車線認識カメラ

EPS-ECU

電動ブレーキ
ECU

ESC-ECU

乗員姿勢
検知

トランスミッション
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世界市場シェアNo.1の製品群
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２．省エネ・温暖化体制含めたCSR推進体制
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＜中央モーター基礎技術研究所 ＞
川崎市幸区新川崎2-8 

(1) 大きさ : 長さ135m × 奥行き24m×高さ19.75m
(2) フロア : 地下2階/地上4階 6フロア
(3) 面 積 : 17,680㎡
(4) 従業員数 : 420名
(5) 竣工年 : 2014年1月

３．中央モーター基礎技術研究所の消費電力削減活動
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中央モーター基礎技術研究所の消費電力
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年間消費電力量

11,332
kwh/人

7,690
kwh/人

5,920
kwh/人 4,283

kwh/人
3,884
kwh/人 3,593

kwh/人

185人 275人 322人 413人 440人 420人

5年間で 712,450kWh/年 32.1％減
1人当たりの消費電力 68％減
CO2削減 ：325.6t /年
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AHU（外調機） 12台 （再熱チリングユニット）2台

建屋内の主な空調機器

冷暖チリングユニット 6台 PACエアコン 110台
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改善‐1

年間電力量：41％減
CO2削減 ：74.6t /年

定期的に測定した居室内CO2濃度より、規定内に
必要なAHU風量を算出し、送風用INV周波数を作
成した相関グラフから読み取り、各AHUの設定を
変更した結果、室内環境を基準値内（二酸化炭素
濃度：1000ppm以内）に収めたまま、電力削減
を実現。

【外気取り入れ風量の最適化】
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【夏季夜間運用を最適化】

夏季、地下階の実験設備を結露から守る為、湿度基準値：70％以下と設定し、各部屋にロガーを用いてデータを収集し分析した
ところ、AHU・チリングユニット（熱源）の連続運転を一定時間停止しても基準を満たすことが解り、間欠運転を実施。
さらには、熱源の負荷を分散させるため、AHUの始動時間に時差を与え、負荷を分散することで電力を削減。

改善‐２

年間電力量：33％減
CO2削減 ：8.6t /年
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【チリングユニットの設定温度最適化】

冬季・夏季ともに、チリングユニット（熱源）の設定温度が施
工業者より引き継いだ値となっていた。
設定温度を1℃単位で変更し、数千のデータを収集すること
で、現行の運営における最適な設定温度を導き出し、手動制御
による大きな電力削減を実現した。

夏季

冬季

改善‐３

年間電力量：36％減
CO2削減 ：39t /年
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【３D造形室温湿度制御表導入による電力削減】

温湿度管理（25℃以下、湿度50％以下）をしている3D造形室
の制御を常時100％大型エアコン（除湿）・チリングユニット
（再熱）稼働運用から、空気線図と収集データを駆使して、大
型エアコン温度、再熱稼働条件を表管理することで、45％の稼
働領域で再熱用チリングユニットの停止を実現。

改善‐４

（改善前の運営）
Ⅱ→Ⅲ
：高温高湿の空気を大型エア
コンで、15℃まで冷却（除湿）

Ⅲ→Ⅳ
：チリングユニットで、22℃に
再熱することで、湿度を減少

年間電力量：37％減
CO2削減 ：5.9t /年

STEP-1
空気線図より
導いた制御法

STEP-２
収集データに
よる制御法追加
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【LED照明レンタルによる経費削減】

2018年9月 蛍光灯➾LED照明 2,163本交換

LED導入による消費電力減 ： 133,173kWh/年

工事費含めたレンタル費（5年間の保証付）
5年間レンタル費：￥4,992,000 （6年目以降の買取費含）
レンタル費（年額） ：￥998,400 

LED化電力削減実績値（年額）： ￥2,330,528 *1kWh:¥17.5円

年間経費削減額： ￥1,332,128 

更に、LEDの寿命は10年と言われているので、6年目からは、
年間 約￥2,330,528の削減予定となります。

改善‐５

年間電力量：27％減
CO2削減 ：61t /年

133,173kwh Down
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2019年8月より当研究所の年間消費電力量の25%
に相当する45万kWhのグリーン電力証書を取得

➡CO₂排出量削減効果 年間約234ｔ！

2020年8月より当研究所の年間消費電力量を100%
再生可能エネルギー【RE100対応】の電力に切り替え

➡CO₂排出量削減効果 年間約700ｔ！

４．「脱炭素」に向けた取り組み
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今後は、
今まで省エネ改善した内容を自動制御できる空調装置を製作し、今以上の省エネ結果を求めると同時
に、世界各国の事業所に水平展開を行い、会社全体としての「脱炭素」に貢献致します。

“第一弾として、改善‐３で紹介したチリングユニットの設定温度自動制御装置を２月中旬に設置予定”

将来的には、チリングユニットだけで
はなく、居室内センサー情報を得て
空調設備全般、付随設備類を
連動させ、高効率運用することを
目標としている。

空調設備制御の将来

５．まとめ
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最後に; SDGsの実現に向けて




